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この定義のなかに次の 3種の活動があることが内包されている。 (1) 目的の
達成. (2)内部Vステムの維持. (3)外部環境への適応であれ彼はこれを組織
の中核行動 (coreaetivit聞の とよぶ"。 これは本書での重要な概念のひとつ
である。かくてアージリスはオープν.γステムたる組織が外部環境からの影
響壱うけながら，それ自身はサブ・ジステムたる部分の相互関連ないし相互作
6) Ibid.， Chap. 5， pp. 93-109. 



























8) Ibid.， Chap_ 6， pp. 115-145 

























同 組織はその独自件争維持するために環境に対する十分なコ γ トロー ノレが
できる。
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system， or multiple linkage system) が相互作用を大きくすると述べてL、
る叫。最近ウィノレフレド・プラウ γ(WilfredBrown) は，イギリ旦のグレイ
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とたび決められたならば，組織と成員に大きな影響企及ぼす。しかもセノレズュ
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